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平
成
　
年
の
被
害
総
額
は
、
前
年
か
ら
微
増

３０

の
４
２
９
６
万
円
（
前
年
比
１
０
４
％
）
と
な

り
ま
し
た
。

　
被
害
率
（
被
害
戸
数
／
回
答
戸
数
）
は
　
・
６

３２

％
と
、
過
去
５
年
の
う
ち
で
は
１
番
低
い
結
果

と
な
り
ま
し
た
が
、
一
戸
当
た
り
の
被
害
額
が

過
去
５
年
で
最
大
の
４
１
８
２
８
円
（
前
年
比

１
２
５
％
）
と
増
加
し
ま
し
た
。
鳥
獣
被
害
が
一

部
に
集
中
し
つ
つ
あ
る
傾
向
が
み
て
と
れ
ま
す
。

　
地
域
別
の
被
害
額
は
、
八
幡
・
美
並
・
明
宝
・

和
良
の
郡
上
市
南
部
で
は
減
少
し
、
大
和
・
白

鳥
・
高
鷲
の
郡
上
市
北
部
で
は
い
ず
れ
も
増
加

し
ま
し
た
。
特
に
、
高
鷲
地
域
で
は
前
年
の
１
・

３
倍
近
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
【
表
①
・
グ
ラ

フ
①
参
照
】

　
鳥
獣
別
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
額
が
全
体
の
８
割
を
超

え
、
前
年
同
様
大
き
な
被
害
を
出
し
ま
し
た
。
な

か
で
も
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
額
は
１
３

０
０
万
円
で
全
体
の
　
％
と
、
最
も
大
き
く
な

３０

り
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被
害
額
も
１

０
９
０
万
円
と
３
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、

勢
い
が
増
し
て
い
ま
す
。【
表
②
・
グ
ラ
フ
②
参
照
】

　
市
内
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
な
ど
の
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
が
大
き

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
被
害
額
は
ピ
ー
ク
時
の
平
成
　
年
に
は
１
億
円
を
超
え
た
こ
と
も
あ

２２

り
ま
し
た
。
市
で
は
毎
年
、
有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
と
と
も
に
、
各
地
域
に
お
け
る
被
害

状
況
の
調
査
を
行
い
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。
　

前年比増減額平成３０年平成２９年鳥　獣

８９.７％-１２０１,０４８１,１６８イノシシ

１１８.９％２０７１,３００１,０９３ニホンザル

１１２.０％１１６１,０８９９７３ニホンジカ

８６.９％-４４２９７３４１カモシカ

１２２.０％４７２６３２１６小型哺乳類

１０３.６％７２０６１９９カラス

６０.３％-６１９３１５４その他

１０３.７％１５２４,２９６４,１４４合　計

１２４.７％８,２９７円４１,８２８円３３,５３１円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫

前年比平成３０年（被害率）平成２９年平成２８年平成２７年平成２６年

９０.６%９７９ （４０.６%）１,０８１１,１８４ ７９２ １,４４４ 八 幡

１０７.４%９９５ （３２.３%）９２７６５３ ７１８ ９５５ 大 和

１１１.６%５６８ （２３.８%）５１０２９０ ４１８ ４３０ 白 鳥

１３０.２%９１８ （３２.６%）７０５１８７ ２８０ ６８８ 高 鷲

９６.０%３６２ （３４.４%）３７７３６７ ４７９ ４１５ 美 並

８７.５%２４４ （２８.９%）２７９ ２２１ ２２５ ４７９ 明 宝

８６.８%２３０ （４１.２%）２６５ ２２０ ３１３ ４０２ 和 良

１０３.７%４,２９６４,１４４ ３,１２２ ３,２２５ ４,８１３ 合 計

８３.１%１,０２７戸１,２３６戸９５９戸１,０７４戸１,２９２戸被害戸数

１２４.７%４１,８２８円３３,５３１円３２,５５４円３０,０２７円３７,２５１円
一戸当たり

被 害 額

１０２.７%５４.１%５２.６%４１.１%３９.０%３６.０%回 答 率

８１.７%３２.６%３９.９%３６.２%４１.９%５４.５%被 害 率

※調査票は、市内在住の農事改良組合員を対象として、５,８２７戸に配布し、３,１５１戸より回答いただきました。
※被害額は、「被害面積(数量)×作物の基準単価」により算出しました。
※一戸当たり被害額は、「被害額／被害戸数」により算出しました。
※被害率は、「被害戸数／回答戸数」により算出しました。

【表①】 地域別被害額 （単位：万円）

（単位：万円）
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【グラフ①】　鳥獣被害額の推移（平成２６～３０年）

【グラフ②】　鳥獣別被害割合

イノシシイノシシ

24.2％24.2％
カモシカカモシカ
6.9％6.9％

イノシシ

24.2％

ニホンザル

30.3％

ニホンジカニホンジカ

25.4％25.4％

ニホンジカ

25.4％

小型哺乳類
（ハクビシン等）

6.1％

カモシカ
6.9％

カラス
4.8％

その他　2.2%

南
部
被
害
減
少

北
部
被
害
増
加
!! !

〜
平
成
30
年
鳥
獣
被
害
調
査
結
果
報
告
〜

引き続き防護柵等の

対策をお願いします。

▼
調
査
期
間
…
平
成
　
年
1
月
1
日
か
ら
　
月
　
日

３０

12

31

▼
調
査
対
象
…
市
内
全
農
家
（
各
地
区
の
農
事
改
良

組
合
に
所
属
す
る
農
家
）

▼
調
査
方
法
…
農
事
改
良
組
合
長
を
通
じ
て
調
査
票

を
各
農
家
へ
配
布
し
、
農
産
物
の
被
害
の
有
無
、

被
害
面
積
（
被
害
量
）
等
を
報
告
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

【表②】 鳥獣別被害額
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作
物
品
目
別
で
は
、
水
稲
の
被
害
額
が
１
６

９
６
万
円
と
最
も
多
く
、
ダ
イ
コ
ン
や
ニ
ン
ジ

ン
等
の
根
菜
類
が
９
０
２
万
円
と
続
き
ま
す
。

特
に
根
菜
類
は
前
年
と
比
べ
２
倍
以
上
に
増
え

て
お
り
、
水
稲
と
根
菜
類
で
被
害
の
　
％
以
上

６０

を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
作
物
は
総
じ
て

前
年
よ
り
被
害
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
被
害

総
額
の
増
加
は
、
水
稲
と
根
菜
類
の
増
加
が
大

き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。【
表

③
・
グ
ラ
フ
③
参
照
】

　
さ
ら
に
被
害
の
詳
細
を
み
る
と
、
郡
上
市
南

部
で
は
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
が
、
郡
上
市

北
部
で
は
イ
ノ
シ
シ
と
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
被

害
が
最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
品
目
別
で

は
、
水
稲
の
被
害
が
６
地
域
で
最
も
大
き
く

な
り
ま
し
た
。
【
表
④
参
照
】

　
市
で
は
、
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
、

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
、
防
護
柵
の
設
置
に
対
す

る
補
助
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
の
主
な
鳥
獣
捕
獲
数
は
、
イ
ノ

３０

シ
シ
４
８
９
頭
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
３
４
３
頭
、

ニ
ホ
ン
ジ
カ
２
１
９
９
頭
で
し
た
。
前
年
度

よ
り
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
過
去
５
年
と

比
較
し
て
一
定
の
水
準
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ

に
よ
る
被
害
は
依
然
と
し
て
大
き
く
、
継
続

し
て
捕
獲
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
【
表
⑤
参
照
】

  鳥
獣
被
害
用
の
各
種
防
護
柵
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
約
５
６
２
 ㎞
 の
柵
が
設
置
さ
れ

て
お
り
、
設
置
距
離
は
毎
年
延
び
て
い
ま
す
。

　
鳥
獣
被
害
対
策
と
し
て
は
、
防
護
柵
に
加

え
、
残
さ
の
処
理
や
追
い
払
い
、
耕
作
放
棄

地
対
策
な
ど
を
あ
わ
せ
て
行
う
と
効
果
的
で

す
。
ま
た
、
個
々
の
対
策
は
も
ち
ろ
ん
、
地

域
ぐ
る
み
の
対
策
が
望
ま
れ
ま
す
。【
表
⑥
参

照
】

問
　
農
林
水
産
部
農
務
水
産
課

（
☎
　
・
１
８
３
５
）

６７

前年比増減額平成３０年平成２９年品　　　目

１１５．３%２２６１，６９６１，４７０水　稲

２０１．３%４５４９０２４４８根菜類（大根、人参等）

８８．４%-１８１３６１５４葉茎菜類（白菜、ネギ等）

１３．４%-９１１０洋菜類（ブロッコリー等）

９１．３%-４９５２２５７１果菜類（カボチャ、トマト等）

６７．４%-２３４７７０豆　類（大豆、インゲン等）

８１．８%-６２２８０３４２土物類（ジャガイモ等）

１９．１%-２５３５９３１２花卉類（南天等）

９５．４%-１４２８９３０３果物類（栗、柿等）

７８．４%-１００３６４４６４その他（牧草等）

１．３．７%１５２４，２９６４，１４４合　　　計

１２４.７%８，２９８４１，８２８円３３,５３１円一戸当たり被害額

詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫詣 警罫罫罫罫罫罫罫罫

割　合被害額品　目割　合被害額鳥　獣

４４%４２９水稲

八幡

５１%４９８ニホンザル

八幡 １６%１５５根菜類２１%２０１ニホンジカ

１１%１０６土物類１７%１７０イノシシ

３９%３８７水稲

大和

４０%３９７イノシシ

大和 １９%１８８根菜類３３%３２５ニホンザル

１５%１５４果菜類１２%１１８ニホンジカ

５７%３２２水稲

白鳥

３１%１７７イノシシ

白鳥 ２０%１１３果菜類１７%９４小型哺乳類

７%３８土物類１４%７７カラス

４８%４４４根菜類

高鷲

６０%５５５ニホンジカ

高鷲 ３２%２９７飼料作物１７%１５６カモシカ

１２%１１１水稲１６%１５０イノシシ

４９%１７７水稲

美並

５３%１９３ニホンザル

美並 １３%４６果物類２１%７４ニホンジカ

１２%４２果菜類１５%５５イノシシ

６５%１５９水稲

明宝

５１%１２３ニホンザル

明宝 １７%４０果菜類２９%７１イノシシ

６%１５根菜類１３%３１ニホンジカ

４８%１１０水稲

和良

３９%８９ニホンザル

和良 １８%４１果菜類１９%４３ニホンジカ

１２%２７根菜類１４%３３カラス

平成３０年度平成２９年度平成２８年度平成２７年度平成２６年度鳥　獣

４８９７１４４３２２３０１,０５８イノシシ

３４３３４２３５２１９１３０４ニホンザル

２,１９９３,１５９２,２７４１,６８４４,０８１ニホンジカ

３,０３１４,２１５３,０５８２,１０５５,４４３合　計

合　計
平成
３０年度

平成
２９年度

平成
２８年度

平成
２７年度

平成
２６年度

平成２５年
度以前の
設置距離

３３０.９３.６１２.８５.８１０.１１１.０２８７.６簡易電気柵

４３.１１.１０.８０.６２.１４.９３３.６その他簡易柵（ネット等）

１８７.８７.０６.９１１.４ １９.７ ７２.１ ７０.７恒久柵

５６１.８１１.７２０.５ １７.８ ３１.９ ８８.０ ３９１.９合　計

（単位：㎞）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：頭）

市
の
鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

水 稲水 稲
43.3%43.3%

その他
8.5%

根菜類
21.0%

豆類
1.1%

果物類
6.7%

果葉類
12.1%

土物類

6.5%

花卉類
1.4%

葉茎菜類
3.2%

洋菜類
0.0%

水 稲
39.5%

【グラフ③】　　　　　　　
　　作物品目別被害額割合

【表③】 作物品目別被害額

【表④】 被害割合上位３（鳥獣別・作物品目別）

【表⑥】 各種防護柵の設置距離

【表⑤】 有害獣の捕獲状況


